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企
業
保
安
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備

高

田

源

清

一
　
は
　
し
　
が
‘
き

論説

　
最
近
の
産
業
に
お
け
る
技
術
革
新
は
、
極
め
て
急
速
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
機
械
施
設
の
巨
大
化
と
複
雑
精
密
化
に
加
え
て
ス
ピ
ー
ド
が

著
し
く
、
化
学
工
業
の
発
達
は
、
多
く
の
危
険
物
質
の
活
用
を
産
み
、
交
通
機
関
の
ス
ピ
ー
ド
化
は
、
そ
し
て
巨
大
ダ
ム
、
巨
大
建
造
物

の
建
設
も
活
濃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
、
と
く
に
経
済
文
化
生
活
と
国
民
経
済
を
支
え
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一

歩
誤
れ
ば
巨
大
な
災
害
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
事
業
法
で
は
、
そ
の
事
業
の
保
護
育
成
と
共
に
、
そ
の
危
険
防
止

に
関
す
る
直
接
・
間
接
の
規
制
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
と
り
わ
け
最
近
の
多
く
の
技
術
的
立
法
は
、
殆
ん
ど
、
こ
の
種
の
危

険
防
止
、
災
害
予
防
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
称
し
て
過
言
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
諸
法
規
・
諸
制
度
は
、
そ
の
法
令
に
よ
り
、

そ
し
て
制
定
さ
れ
た
時
期
、
主
管
官
庁
の
別
に
よ
り
、
極
め
て
強
弱
区
々
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
法
令
の
実
施
に
あ
た
る
態
度
も
寛
厳
区
々

で
あ
り
、
、
一
、
般
国
民
ま
た
、
災
害
を
直
接
受
け
た
人
々
以
外
は
、
極
め
て
無
関
心
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
保
安
法
令
の
不
遵
守
に
対
す
る
熾

烈
な
る
反
綴
が
な
く
、
そ
れ
が
取
締
と
制
裁
の
維
緩
を
招
来
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
現
行
の
企
業
保

安
制
度
が
、
い
か
な
る
部
面
に
、
い
か
な
る
程
度
に
存
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
法
的
不
整
備
と
欠
陥
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
改
善

を
提
唱
し
て
、
産
業
災
害
の
防
止
に
多
少
で
も
役
立
ち
た
い
と
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
立
法
整
備
の
緊
要
性
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論説

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
鉱
山
、
電
気
、
交
通
機
関
な
ど
に
対
す
る
保
安
制
度
は
、
後
述
す
る
如
く
、
相
当
に
古
く
か
ら
存
在
し
、
そ
し

て
終
戦
後
の
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
か
ん
が
み
、
極
め
て
多
く
の
危
険
予
防
、
災
害
防
止
の
立
法
措
置
が
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
立

法
上
の
不
均
衡
、
取
締
の
理
由
な
き
寛
厳
、
制
裁
規
定
の
死
文
化
が
著
し
い
実
情
を
、
急
速
に
変
更
す
べ
き
事
情
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う

な
新
し
い
事
態
か
ら
、
特
に
緊
要
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
現
行
の
諸
法
令
は
、
未
だ
危
険
産
業
・
施
設
・
物
資
な
ど
の
窪
く
一
部
の
分
野
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
う

し
た
場
所
に
働
き
、
ま
た
は
物
を
取
扱
う
者
を
主
と
す
る
立
法
に
止
ま
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
危
険
企
業
の
範
囲
が
著
し
く
拡
が
り
、

且
つ
一
般
化
し
て
い
る
事
情
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
発
生
す
る
災
害
は
、
そ
の
場
所
に
働
く
も
の
、
そ
の
物
資
を
取
扱
う
者
に
止
ま

ら
ず
、
そ
の
同
僚
は
も
ち
ろ
ん
、
全
く
無
関
係
な
周
囲
の
人
々
に
、
そ
し
て
相
当
広
範
囲
の
地
域
の
人
々
に
及
ぶ
可
能
性
が
、
著
し
く
増

加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
原
子
炉
の
爆
発
に
よ
る
災
害
、
巨
大
ダ
ム
決
壊
に
よ
る
災
害
、
大
容
量
の
汽
罐
そ
の
他
の
爆
発
、
巨
大
航

空
機
の
墜
落
事
故
な
ど
、
枚
挙
の
繁
に
耐
え
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
で
明
白
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
従
来
の
保
安
制
度
を
、
そ
し
て
取
締
監

督
方
法
の
、
さ
ら
に
災
害
惹
起
者
に
対
す
る
制
裁
な
ど
に
つ
い
て
も
、
伝
統
的
な
態
度
を
一
変
し
た
工
夫
が
緊
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
産
業
保
安
立
法
の
沿
革

　
わ
が
国
の
近
代
産
業
の
発
展
が
緒
に
着
い
た
明
治
中
期
か
ら
特
定
の
危
険
な
産
業
分
野
で
は
、
そ
の
危
険
防
止
の
立
法
が
行
わ
れ
た
。

例
え
ば
明
治
二
三
年
の
鉱
業
条
例
、
二
五
年
の
鉱
業
警
察
規
則
、
二
四
年
の
電
気
鴬
業
取
締
規
則
、
そ
れ
に
代
わ
る
二
九
年
の
電
気
事
業
取

締
規
則
な
ど
が
、
そ
の
顕
著
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
危
険
物
に
対
す
る
も
の
で
は
、
明
治
一
七
年
の
爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
一
七
、
【
二
、

二
六
・
物
療
三
二
号
）
、
同
四
三
年
の
銃
砲
火
薬
類
取
締
法
（
明
四
三
・
四
、
一
三
、
法
五
三
号
）
、
大
正
一
一
年
の
圧
縮
瓦
斯
取
締
法
（
大
二
、

四
、
＝
、
法
三
一
号
）
な
ど
が
あ
り
、
薬
物
食
品
関
係
の
も
古
く
、
例
え
ば
阿
片
法
（
明
三
〇
、
三
、
三
〇
、
法
二
七
号
）
、
有
毒
性
著
色
料

29　（4●　2）　362



論説
取
締
規
則
（
明
三
一
二
、
四
、
一
七
、
内
一
七
号
）
、
毒
物
劇
物
営
業
取
締
規
則
（
明
四
五
、
五
、
一
〇
、
内
五
号
）
な
ど
が
あ
る
。
交
通
事
業
の
分

野
で
も
、
国
有
鉄
道
運
転
規
程
（
大
＝
二
、
一
二
、
九
、
鉄
三
号
）
、
国
有
鉄
道
信
号
規
程
（
大
一
〇
、
一
〇
、
一
四
、
鉄
四
号
）
鉄
道
敷
設
法

（
大
＝
、
四
、
＝
、
法
三
七
号
）
、
地
方
鉄
道
運
転
信
号
保
安
規
程
（
大
八
、
八
、
一
三
、
閣
一
二
号
）
な
ど
の
外
、
道
路
法
　
（
大
八
、
四
、

一
一
、
法
五
八
号
）
に
附
属
す
る
道
路
構
造
令
（
大
八
、
一
二
、
六
、
内
四
二
号
）
、
さ
ら
に
海
上
に
つ
い
て
は
、
航
路
標
識
条
例
（
明
治
二
一
、

一
〇
、
二
、
勅
六
七
号
）
、
海
上
衝
突
予
防
法
（
明
二
五
、
六
、
一
コ
ニ
、
二
五
号
）
、
　
水
先
法
（
塑
二
二
、
三
、
一
四
、
法
六
三
号
）
な
ど
が
あ
っ

た
。
ま
た
市
街
地
建
築
物
法
（
大
八
、
四
、
五
、
法
三
七
号
）
も
、
こ
の
危
険
防
止
の
規
制
を
も
保
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
外
、
機

関
士
、
船
長
、
医
師
、
薬
剤
士
な
ど
の
技
術
免
許
の
制
度
も
早
く
か
ら
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
船
舶
職
員
法
、
明
二
九
、
四
、
七
、
法
六
八

号
な
ど
）
。
ま
た
航
空
安
全
の
取
締
法
と
し
て
航
空
法
（
大
一
〇
、
四
、
九
、
法
五
四
号
）
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
の
災
害
防
止
、
危
険
予
防
の
た
め
の
立
法
が
、
著
し
く
整
備
し
、
普
及
し
た
の
は
、
何
ん
と
言
っ
て
も
第
二
次
世
界

大
戦
以
後
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
と
規
制
方
法
も
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
次
項
に
詳
細
に
摘
記
す
る
通
り
で
あ
り
、
ま
た
従
前
か
ら
存

し
た
法
令
も
、
殆
ん
ど
新
法
に
よ
る
代
置
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
危
険
な
機
械
施
設
の
運
行
者
、
危
険
な
物
資
の
取
扱
者
な
ど
に
対
す
る

技
術
免
許
制
の
普
及
拡
大
も
著
し
く
な
っ
た
の
も
、
戦
後
で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
は
却
っ
て
行
き
過
ぎ
た
面
も
存
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

別
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

（
註
一
）
拙
稿
「
技
術
免
許
制
度
の
法
律
問
題
」
九
大
産
業
労
働
研
究
所
所
報
二
四
号
三
七
頁
以
下
、
同
上
「
技
術
統
制
の
法
的
特
質
」
経
済
法
二
号
＝

　
　
　
　
頁
以
下
な
ど
参
照
。四
保
安
制
度
の
類
型
別
吟
味

現
行
の
産
業
関
係
分
野
に
お
け
る
危
険
予
防
、
災
害
防
止
の
た
め
の
保
安
制
度
は
極
め
て
多
方
面
に
亘
り
、
区
々
で
あ
る
が
、
以
下
に
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論説

多
少
類
型
別
に
吟
味
し
て
、
そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

囚
　
施
設
自
体
に
対
す
る
も
の

　
産
業
の
物
的
施
設
に
対
す
る
保
安
・
安
全
の
た
め
の
立
法
の
存
す
る
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
6
交
通
施
設

…
…
先
ず
交
通
事
業
に
関
し
て
、
鉄
道
・
軌
道
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
既
に
明
治
二
五
年
に
鉄
道
敷
設
法
を
制
定
し
て
、
最
低
安
全
基

準
の
確
保
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
正
十
一
年
に
同
名
の
新
法
に
代
置
し
、
現
行
法
と
な
っ
て
い
る
　
（
大
正
一
一
、
四
、
一
一
、
法

三
七
号
）
。
そ
し
て
、
そ
の
附
属
立
法
と
し
て
、
鉄
道
敷
設
法
施
行
令
、
同
施
行
規
則
の
外
、
日
本
国
有
鉄
道
建
設
規
程
（
昭
四
、
鉄
令
二
号
）

日
本
国
有
鉄
道
簡
易
線
建
設
規
程
（
昭
七
・
鉄
面
八
号
）
な
ど
を
制
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
地
方
鉄
道
、
軌
道
の
建
設
に
つ
い
て
も
、
鉄
道

敷
設
法
を
準
用
す
る
所
が
多
い
が
別
に
、
地
方
鉄
道
建
設
規
程
（
大
正
八
年
、
閣
令
一
一
号
）
軌
道
建
設
規
程
（
大
正
一
二
年
鉄
令
四
号
）
無
軌

道
電
車
建
設
規
則
（
昭
和
二
五
年
運
上
令
一
号
）
軌
道
運
輸
規
則
（
昭
二
九
、
四
、
三
〇
、
運
二
二
号
）
が
あ
る
。

　
ま
た
索
道
そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
索
道
規
則
（
昭
二
二
・
一
二
・
二
七
・
運
三
四
号
）
が
あ
る
。
な
お
、
近
時
急
激
な
発
達
と
共
に
、
そ
の

役
割
の
重
大
性
を
加
え
た
自
動
車
運
送
の
安
全
の
た
め
、
道
路
の
安
全
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
道
路
法
　
（
昭
和

一一

ｵ
・
六
・
一
〇
・
法
一
八
○
号
）
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
三
三
・
八
・
一
・
政
令
二
四
四
号
）
で
、
自
動
車
交
通
の
安
全
の
た
め
に
、
道
路
の
構
…

造
上
の
基
準
を
お
き
、
新
設
、
改
修
の
場
合
に
、
こ
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
し
、
別
に
道
路
標
識
令
（
昭
和
二
五
、
三
、

三
一
、
総
・
建
一
号
）
も
制
定
し
て
、
標
識
の
統
一
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
鉄
道
踏
切
事
故
の
激
増
に
か
ん
が
み
、
立
体
交
差
を
促
進

す
る
た
め
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
三
六
、
＝
、
七
、
法
一
九
五
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
駐
車
場
法
（
昭
和
三
二
、
五
、
一
六
、
法
一
〇
六
号
）
で
、

路
上
駐
車
の
増
加
に
よ
る
交
通
危
険
を
緩
和
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
ま
た
船
舶
航
行
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
港
則
法
（
昭
二
一
二
、

七
、
一
五
、
法
一
七
四
号
）
、
水
先
法
（
昭
二
四
、
五
、
三
〇
、
法
＝
二
号
）
、
航
路
標
識
法
（
昭
二
四
、
五
、
二
四
、
法
九
九
号
）
、
海
上
衝

突
予
防
法
（
昭
二
八
、
八
、
一
、
法
一
五
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
航
空
機
の
発
着
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
空
港
の
安
全
施
設
と
障
害
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物
な
ど
の
規
制
を
行
う
も
の
と
し
て
、
航
空
法
（
昭
二
七
、
七
、
一
五
、
法
二
三
一
号
）
　
三
七
条
以
下
、
空
港
整
備
法
（
昭
和
三
一
、
四
、
二

　
　
〇
、
法
八
○
号
）
、
気
象
業
務
法
（
昭
二
七
、
六
、
二
、
法
工
ハ
五
号
）
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
口
　
危
険
企
業
施
設
　
　
従
前
よ
り
危
険
企
業
の
代
表
と
し
て
、
落
盤
・
出
水
．
ガ
ス
爆
発
な
ど
の
災
害
の
頻
発
す
る
鉱
山
業
に
対
し
て

　
　
は
、
前
項
で
も
掲
記
し
た
如
く
明
治
年
代
に
も
厳
重
な
保
安
立
法
が
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
は
、
鉱
業
警
察
規
則

　
　
（
昭
和
四
、
一
二
、
エ
ハ
、
商
省
令
二
一
号
）
と
石
炭
坑
爆
発
取
締
規
則
（
同
語
、
一
二
、
一
六
、
商
省
令
二
二
号
）
が
制
定
さ
れ
、
予
防
に
努
め

　
　
て
き
た
。
こ
の
分
野
の
現
行
法
と
し
て
は
、
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
四
、
五
、
一
六
、
法
七
〇
号
）
の
下
に
、
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則
（
昭
和

　
　
二
四
、
八
、
一
二
、
通
産
三
三
号
）
、
石
炭
鉱
山
保
安
規
則
（
同
上
通
産
三
四
号
）
、
石
油
鉱
山
保
安
規
則
（
同
上
通
産
三
五
号
）
な
ど
の
制
定
を

　
　
見
て
い
る
。
そ
し
て
採
石
事
業
も
、
往
々
に
し
て
災
害
を
頻
発
さ
せ
て
い
る
が
、
採
石
法
（
昭
和
二
五
、
一
二
、
二
〇
、
法
二
九
一
号
）
を
、

　
　
そ
し
て
砂
利
採
取
法
（
昭
和
三
一
、
二
、
二
一
、
法
一
号
）
な
ど
で
も
、
災
害
防
除
の
措
置
を
命
令
し
得
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
火
薬
製
造
施
設
と
同
企
業
に
対
し
て
は
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
五
、
五
、
四
、
法
一
四
九
号
）
で
は
、
七
条
の
製
造
業
の
許
可
基

　
　
準
に
「
製
造
又
は
販
売
が
、
公
共
の
安
全
の
維
持
と
災
害
の
発
生
防
止
に
支
障
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
の
一
項
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

　
　
二
八
条
以
下
に
危
険
予
防
規
程
の
制
定
と
認
可
制
（
二
八
条
）
、
作
業
主
任
者
及
び
取
扱
主
任
者
（
三
〇
条
以
下
）
保
安
検
査
（
三
五
条
）
、

　
　
危
険
時
の
措
置
と
届
出
（
三
九
条
）
な
ど
多
く
の
規
定
を
お
い
て
い
る
。

　
　
　
さ
ら
に
高
圧
ガ
ス
の
製
造
事
業
に
対
し
て
も
、
高
圧
ガ
ス
取
締
法
（
昭
和
二
六
、
六
、
七
、
法
二
〇
四
号
）
で
も
、
同
様
保
安
規
定
を
お
い

　
　
て
い
る
。

　
　
　
し
か
し
て
、
電
気
事
業
に
対
し
て
は
、
前
項
無
記
の
如
く
、
　
初
め
は
危
険
物
取
締
を
主
と
し
て
い
た
が
、
　
明
治
四
四
年
の
電
気
事
業

灘
法
・
昭
和
六
年
の
電
気
事
業
法
で
は
、
事
業
統
制
を
主
と
し
、
高
圧
線
、
超
高
圧
線
、
巨
大
容
量
電
気
施
設
な
ど
の
危
険
施
設
に
つ
い
て

論
は
・
先
に
・
昭
和
七
年
に
電
気
工
作
物
規
程
（
七
・
二
・
三
・
薯
令
五
三
号
）
が
あ
り
、
二
九
年
に
現
行
の
電
気
工
作
物
規
程
（
昭
和
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二
九
・
四
・
一
・
通
産
一
三
号
）
　
に
代
え
、
極
め
て
詳
細
な
安
全
確
保
の
諸
制
度
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
電
力
会
社

が
通
産
大
臣
の
事
前
認
可
を
受
け
て
制
定
実
施
し
て
い
る
供
給
規
程
に
お
い
て
も
、
故
障
そ
の
他
の
場
合
に
必
ず
電
力
会
社
に
通
報
し
、

素
人
の
修
理
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
も
応
ず
る
修
理
保
善
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
な
お
原
子
炉
の
設
置
に
つ
い
て
は
「
核
原
料
物
資
、
核
燃
料
物
資
お
よ
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
　
（
昭
和
三
二
、
六
、
一
〇
、

法
一
六
六
号
）
と
そ
の
附
属
法
令
で
、
ま
た
一
般
に
放
射
能
を
発
生
さ
せ
る
装
置
・
施
設
か
ら
の
人
皇
の
安
全
確
保
の
た
め
に
「
放
射
性
同

位
元
素
等
に
よ
る
放
射
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
二
、
六
、
一
〇
、
法
一
六
七
号
）
と
「
放
射
線
障
害
防
止
の
技
術
的
基
準
に
関

す
る
法
律
」
　
（
昭
和
一
三
二
、
五
、
二
一
、
法
一
六
二
号
）
と
、
そ
の
附
属
法
令
が
あ
る
。

口
　
巨
大
建
築
・
巨
大
ダ
ム
　
　
建
築
物
の
崩
壊
そ
の
他
の
危
険
と
災
害
の
防
除
も
、
市
街
地
そ
の
他
で
は
極
め
て
重
大
で
、
大
正
八
年

の
市
街
地
建
築
物
法
（
大
正
八
、
四
、
四
、
法
三
七
号
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
代
置
し
て
、
昭
和
二
五
年
に
現
行
の
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
五
、

五
・
二
四
、
撃
茎
〇
一
号
）
を
制
定
し
、
一
定
規
格
以
上
の
建
設
に
は
、
建
設
主
事
の
確
認
を
要
求
し
て
そ
の
安
全
を
図
り
（
六
条
）
、
更
に

そ
の
検
査
と
使
用
承
認
制
を
定
め
（
七
条
）
、
違
反
建
築
物
の
措
置
（
九
条
）
、
保
安
上
危
険
建
築
の
除
去
、
使
用
禁
止
、
改
装
を
命
じ
得

る
な
ど
（
一
〇
条
）
、
ま
た
構
造
耐
力
（
二
〇
条
）
、
防
火
壁
（
二
六
条
）
、
　
特
殊
建
築
物
の
避
難
及
び
消
火
の
技
術
的
基
準
（
三
五
条
）
な

ど
を
定
め
て
安
全
を
企
図
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
の
外
に
も
、
例
え
ば
医
療
法
（
昭
二
三
、
七
、
三
〇
、
法
二
〇
五
号
）
に
も
と
つ
く
同

法
施
行
規
則
（
二
三
、
＝
、
五
、
厚
省
令
五
〇
号
）
一
六
条
以
下
で
は
、
病
室
の
位
置
、
階
層
、
構
造
、
避
難
施
設
な
ど
、
災
害
予
防
上
必

要
な
最
低
限
基
準
を
定
め
て
い
る
。

四
　
工
場
の
保
安
確
保
　
　
一
般
に
工
場
。
事
業
場
な
ど
の
施
設
に
お
け
る
保
安
と
災
害
予
防
の
最
低
限
確
保
の
た
め
に
は
、
労
働
基
準

法
（
昭
二
二
、
四
、
七
・
法
四
九
号
）
は
、
四
二
条
で
使
用
者
に
災
害
の
防
止
、
四
四
条
で
労
働
者
に
危
害
防
守
規
則
の
遵
守
を
命
ず
る
外
、

四
六
条
に
危
険
作
業
の
安
全
装
置
を
、
四
九
条
に
危
険
業
務
の
就
業
制
限
を
、
五
三
条
に
安
全
管
理
者
の
選
任
を
、
そ
し
て
五
四
条
と
五
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五
条
に
、
そ
の
監
督
上
の
行
政
措
置
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
附
属
法
令
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
二
二
、
一
〇
、
三
一
、
労
九
号
）

　
　
な
ど
を
お
い
て
い
る
。

　
　
固
　
自
然
お
よ
び
人
工
災
害
な
ど
の
防
除
　
　
こ
の
た
め
の
立
法
は
極
め
て
多
い
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、
消
防
法
（
昭
和
二
一
二
、
七
、
二

　
　
四
、
法
一
八
六
号
）
、
水
防
法
（
同
二
四
、
六
、
四
、
法
一
九
三
号
）
、
海
岸
法
（
同
三
一
、
五
、
一
二
、
法
一
〇
一
号
）
、
　
河
川
法
（
明
治
二
九
、

　
　
四
、
八
、
法
七
一
号
）
な
ど
の
外
、
　
「
地
す
べ
り
等
防
止
法
」
　
（
昭
一
三
二
、
三
、
三
一
、
法
三
〇
号
）
な
ど
を
掲
記
で
き
よ
う
。
特
に
前
記
消
防

　
　
法
の
三
四
年
法
八
六
号
改
正
は
、
　
「
社
会
生
活
の
進
歩
に
伴
い
激
増
し
て
い
る
危
険
物
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
危
険
物
の
規
則

　
　
の
強
化
と
改
善
」
を
企
図
し
た
も
の
で
、
従
来
原
則
と
し
て
市
町
村
条
例
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
こ
の
消
防
法
と
、
同
法
に
も

　
　
と
つ
く
政
令
ま
た
は
命
令
で
統
一
と
徹
底
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
改
正
消
防
法
の
附
属
法
令
の
一
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
危
険
物

　
　
の
規
制
に
関
す
る
政
令
」
　
（
三
四
、
九
、
二
六
、
政
令
三
〇
六
号
）
は
、
危
険
物
に
よ
る
災
害
防
止
の
技
術
的
基
準
を
定
め
た
も
の
と
し
て
注
・

　
　
目
す
べ
き
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
政
令
は
、
八
章
四
ニ
カ
条
か
ら
成
り
、
　
危
険
物
製
造
所
な
ど
の
位
置
、
　
構
造
お
よ
び
設
備
の
基

　
　
準
、
危
険
物
の
貯
蔵
、
取
扱
い
お
よ
び
運
搬
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
、
災
害
防
止
の
た
め
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
製
造

　
　
所
な
ど
の
許
可
、
完
成
検
査
の
手
続
、
危
険
物
取
扱
主
任
者
免
状
お
よ
び
映
写
技
術
者
免
許
の
交
付
、
書
替
、
再
交
付
の
手
続
き
な
ど
を

　
　
定
め
る
も
の
で
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
同
政
令
で
は
、
消
防
法
別
表
に
掲
げ
る
第
一
類
か
ら
第
六
類
ま
で
の
四
五

　
　
品
目
の
危
険
物
は
、
そ
の
危
険
性
の
度
合
い
に
応
じ
で
区
分
し
、
そ
の
大
き
い
も
の
を
甲
種
危
険
物
、
そ
れ
以
外
を
乙
種
危
険
物
と
し
、

貯
蔵
所
の
建
造
物
の
構
造
な
ど
に
規
製
別
を
設
け
る
．
そ
し
て
指
定
数
量
呈
の
危
険
物
は
、
貯
蔵
所
以
外
の
場
所
で
貯
蔵
し
た
倹
岡

　
　
製
造
所
以
外
の
場
所
で
取
扱
う
こ
と
を
禁
止
す
る
（
同
齢
一
条
）
。
そ
の
貯
蔵
施
設
と
し
て
、
屋
内
貯
蔵
所
、
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
、
屋
内
7

説
タ
ン
ク
貯
蔵
阪
地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
阪
簡
易
巽
東
貯
蔵
阪
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
灰
屋
外
貯
蔵
所
の
七
に
分
け
・
取
扱
所
は
・
給
油
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

論　
　
取
扱
所
、
販
売
取
扱
所
、
　
一
般
取
扱
所
に
分
ち
、
各
々
そ
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
製
造
所
に
つ
い
て
は
、
設
置
許
可
と
完
成
検
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へ
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ニ
ノ

査
制
を
定
め
る
（
六
条
一
八
条
）
。
ま
た
危
険
物
取
扱
主
任
者
の
責
務
に
つ
い
て
も
厳
重
な
定
め
を
し
て
い
る
。

（
註
一
）
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
九
条
は
、
製
造
所
の
基
準
を
定
め
て
い
る
が
、
先
ず
危
険
物
の
製
造
所
は
、
の
一
般
住
居
お
よ
び
学
校
、
病
院
、

　
　
　
　
劇
場
等
の
多
数
の
人
を
収
容
す
る
施
設
に
は
、
主
と
し
て
避
難
の
目
的
か
ら
、
口
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
指
定
文
化
財
で
あ
る
建
築
物
か
ら
は
、

　
　
　
　
そ
の
歴
史
的
価
値
尊
重
の
立
場
か
ら
延
焼
防
止
の
目
的
で
、
日
高
圧
ガ
ス
等
の
施
設
、
高
圧
架
空
電
線
な
ど
か
ら
は
、
そ
の
相
互
の
危
険
物
回
避

　
　
　
　
の
目
的
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
距
離
を
保
つ
べ
き
も
の
と
し
、
次
に
危
険
物
取
扱
い
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
周
囲
に
は
、
防
火
上
有
効

　
　
　
　
な
隔
壁
を
設
け
る
場
合
を
除
き
、
所
定
の
幅
の
空
地
を
自
己
の
敷
地
内
に
保
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
、

　
　
　
　
さ
ら
に
危
険
物
取
扱
ひ
の
建
築
物
は
、
地
階
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
危
険
物
の
場
合
を
除
き
、
壁
の
柱
。
床
．
は
り
及
び
階
段
を
不

　
　
　
　
燃
焼
材
料
で
造
る
と
共
に
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
外
壁
を
耐
火
構
造
と
し
、
屋
根
を
不
燃
材
料
で
造
る
と
共
に
、
軽
量
な
不
燃
材
料
で
ふ
く
こ

　
　
　
　
と
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
・
窓
及
び
出
入
口
に
は
、
甲
種
防
火
戸
を
設
け
、
床
は
危
険
物
が
浸
透
し
な
い
構
造
と
し
て
傾
斜
と
溜
枡
を
設
け
、
そ
の
他
採
光
．
換
気

　
　
　
　
の
設
備
、
蒸
気
な
ど
を
屋
外
に
排
出
す
る
設
備
、
危
険
物
製
造
所
で
あ
る
旨
を
表
示
し
た
標
識
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
別
に
、
危
険
物
を
取
扱
う
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
は
、
危
険
物
の
洩
れ
、
浴
れ
ま
た
は
飛
散
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
し
、
そ
の

　
　
　
　
外
、
危
険
物
の
加
熱
、
冷
却
、
加
圧
な
ど
の
設
備
に
は
、
安
全
上
必
要
な
装
置
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
電
気
設
備
に
つ
、
い
て
は
、
電
気
工
作
物
規
程
に
よ
ら
す
外
、
特
に
可
燃
性
の
蒸
気
、
ガ
ス
等
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
制
限
を
強
化
す
る
と
共
に
、
特
定
の
製
造
所
に
は
、
日
本
工
業
規
格
に
よ
る
避
雷
施
設
を
要
求
し
、
そ
の
外
、
静
電
気
を
除
去
す
る
装
置
を
要
求

　
　
　
　
す
る
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
註
二
）
同
政
令
三
一
条
に
よ
っ
て
、
危
険
物
取
扱
主
任
者
の
責
務
を
明
確
に
し
、
そ
れ
は
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
つ
き
保
安
監
督
を
行
う
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
　
し
・
そ
の
者
に
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
こ
と
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
立
会
を
す
る
場
合
は
、
取
扱
い
作
業
に
従
事
す
る
者
が
、
貯
蔵

　
　
　
　
ま
た
は
取
扱
上
の
技
術
上
の
基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
に
監
督
す
る
と
共
に
、
必
．
要
に
応
じ
て
指
示
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
定
め
て
い
る
。
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そ
し
て
、
一
度
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
そ
の
救
助
そ
の
他
の
た
め
に
災
害
救
助
法
（
昭
二
二
、
一
〇
、
一
八
、
法
＝
八
号
）
が
あ
る
が

　
　
さ
ら
に
災
害
発
生
時
の
警
察
官
の
避
難
・
立
退
き
指
示
に
関
す
る
職
権
を
定
め
る
も
の
に
警
察
官
職
務
執
行
法
四
条
、
災
害
時
の
自
衛
隊

　
　
の
救
助
出
動
に
つ
き
自
衛
隊
法
八
三
条
、
　
災
害
時
に
簡
易
な
手
続
で
土
地
の
緊
急
使
用
を
認
め
る
土
地
使
用
法
＝
一
二
条
、
　
非
常
事
態

　
　
の
際
の
無
線
通
信
の
使
用
に
つ
い
て
の
電
波
法
七
四
条
、
土
石
、
竹
木
な
ど
の
使
用
、
住
民
の
夫
役
を
定
め
る
地
方
自
治
法
一
六
〇
条
な

　
　
ど
の
関
係
法
令
が
あ
っ
て
、
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
巨
大
な
災
害
続
発
に
鑑
み
て
、
国
と
地
方
を
通
じ
た
一
貫
し
た
防
災
体
制
の

　
　
確
立
を
し
て
お
く
こ
と
を
必
要
と
し
て
制
定
を
見
た
の
が
、
　
三
六
年
二
月
一
五
日
公
布
の
　
「
災
害
対
策
基
本
法
」
　
（
法
二
二
三
号
）
で
あ

　
　
る
。
同
法
一
条
は
「
防
災
に
関
し
、
国
、
地
方
黒
土
ハ
団
体
そ
の
他
の
公
土
ハ
機
関
を
通
じ
て
必
要
な
体
制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確

　
　
に
す
る
と
共
に
、
防
災
計
画
の
作
成
そ
の
他
心
要
な
災
害
対
策
の
基
本
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
整

　
　
備
、
推
進
を
図
り
、
　
も
っ
て
社
会
の
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
の
確
立
に
益
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
、
　
同
法
で
「
災

　
　
害
」
と
は
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
異
常
な
自
然
現
象
か
ら
生
ず
る
災
害
と
、
大
規
模
の
火
事
・
爆
発

　
　
な
ど
に
よ
る
人
為
災
害
の
双
方
を
含
め
、
　
「
防
災
」
と
は
、
ω
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
回
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
被
害

　
　
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
、
困
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
災
害
復
旧
を
図
る
こ
と
の
三
を
含
む
も
の
と
し
、
こ
の
意
味
の
防
災
に
関
す
る

　
　
責
務
を
、
国
（
三
条
）
、
都
道
府
県
（
四
条
）
、
市
町
村
（
五
条
）
に
定
め
る
と
土
山
に
、
指
定
公
営
ハ
機
関
（
三
公
社
、
日
銀
、
日
赤
、
N
H
K
、

　
　
電
気
、
ガ
ス
、
輸
送
通
信
な
ど
の
公
益
的
事
業
法
人
で
総
理
指
定
の
も
の
）
、
指
定
地
方
公
土
偏
機
関
（
港
務
局
、
土
地
改
良
区
等
）
に
も
負
わ
せ
、
さ

ら
に
一
般
住
民
に
転
こ
の
霧
を
明
記
し
て
負
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
は
告
す
べ
き
で
あ
ろ
三
七
条
）
．
そ
の
防
災
組
誌

　
　
と
し
て
、
防
災
会
議
、
同
協
議
会
、
災
害
対
策
本
部
と
非
常
災
害
対
策
本
部
の
制
度
を
定
め
、
防
災
計
画
と
し
て
は
、
防
災
基
本
計
画
、
　
9

∵
災
業
務
計
画
お
よ
び
地
域
防
災
計
画
の
三
護
忙
し
三
四
条
以
下
）
、
別
に
野
鼠
．
薩
災
害
応
急
対
策
を
定
め
て
い
た
粧
三
八
∴

　
　
の
同
法
改
正
で
、
　
（
三
八
、
五
、
八
、
法
一
〇
九
号
）
「
災
害
緊
急
事
態
」
に
関
す
る
規
定
を
追
加
補
完
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
る
「
災
害
緊
2



論説

急
事
態
」
と
は
、
　
「
非
常
災
害
が
発
生
し
、
か
つ
当
該
災
害
が
国
の
経
済
及
び
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
異
常
か
つ
激

甚
な
も
の
で
あ
る
場
合
」
で
、
総
理
が
閣
議
を
経
て
関
係
地
域
の
全
部
又
は
一
部
に
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
を
発
す
る
も
の
と
し
　
（
一
〇

五
条
）
、
そ
れ
は
そ
の
後
の
二
十
日
以
内
に
国
会
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
と
し
（
一
〇
六
条
）
、
そ
の
対
策
本
部
を
総
理
府
に
設
置
し
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

部
長
に
総
理
が
あ
た
り
、
副
本
部
長
に
国
務
大
臣
を
充
て
、
同
法
一
〇
九
条
に
掲
げ
る
緊
急
措
置
を
講
じ
得
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
註
一
）
災
害
基
本
法
一
〇
九
条
一
項
は
、
次
の
必
要
措
置
を
と
る
政
令
制
定
を
認
め
て
、
い
る
。
日
そ
の
供
給
が
特
に
不
足
し
て
い
る
生
活
必
要
物
資
の
配

　
　
　
　
給
又
は
譲
渡
若
し
く
は
引
渡
の
制
限
若
し
く
は
禁
止
、
口
災
害
応
急
対
策
若
し
く
は
災
害
復
旧
又
は
国
民
生
活
の
安
定
の
た
め
必
要
な
物
の
価
格

　
　
　
　
又
は
役
務
そ
の
他
の
給
付
の
対
価
の
最
高
額
の
決
定
、
口
金
銭
債
務
の
支
払
…
…
の
延
期
及
び
権
利
の
保
存
期
閥
の
延
長
の
三
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
か
も
同
条
二
項
は
、
こ
れ
ら
の
政
令
違
反
に
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
禁
銅
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
、
拘
置
、
科
料
若
し
く
は
没
収
の
刑
を
科

　
　
　
　
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

圖
　
機
械
・
器
具
な
ど
に
対
す
る
も
の

　
各
種
の
機
械
・
器
具
は
、
産
業
規
模
の
拡
大
、
技
術
革
新
に
応
じ
て
、
著
し
く
巨
大
化
し
、
ス
ピ
ー
ド
化
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
構

造
上
の
最
低
限
の
安
全
保
障
が
緊
急
に
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

の
交
通
機
関
　
　
鉄
道
の
車
両
、
　
そ
し
て
自
動
車
な
ど
に
対
す
る
も
の
は
古
く
か
ら
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
　
先
ず
「
鉄
道
の
機
関

車
」
に
対
し
て
は
、
鉄
道
機
関
車
構
造
規
則
な
ど
が
あ
り
、
そ
し
て
百
般
車
両
」
に
対
し
て
は
、
鉄
道
車
両
構
造
規
則
が
あ
る
。
ま
た

「
自
動
車
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
車
輌
規
則
（
昭
和
二
二
、
一
二
、
二
九
、
運
三
六
号
）
で
、
そ
の
確
保
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
行
法
と
し
て

は
、
同
規
則
に
代
え
て
制
定
さ
れ
た
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
六
、
六
、
一
、
法
一
八
五
号
）
、
そ
し
て
同
法
に
も
と
つ
く
「
道
路
運
送
車

両
の
保
安
基
準
」
（
二
六
、
七
、
二
八
、
運
六
七
号
）
で
行
っ
て
い
る
。

　
「
船
舶
」
に
対
す
る
構
造
上
の
安
全
確
保
の
も
の
も
、
古
く
は
船
舶
法
（
明
三
二
、
三
、
八
、
法
四
六
号
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
現
行
法
と
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し
て
は
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
、
三
、
一
五
、
法
二
号
）
と
、
同
法
に
も
と
つ
く
鋼
船
構
造
規
程
（
昭
一
五
、
四
、
二
四
、
運
二
四
号
）
、
木

　
　
船
構
造
規
則
（
昭
三
一
二
、
五
、
一
、
運
一
四
号
）
船
舶
機
関
規
則
（
昭
三
一
、
一
〇
、
二
〇
、
運
五
五
号
）
、
船
舶
設
備
規
程
（
昭
九
、
二
、
一
、
逓

　
　
六
号
）
　
船
舶
満
載
吃
水
線
規
程
（
七
九
、
二
、
一
、
逓
七
号
）
、
船
舶
防
火
構
造
規
程
（
昭
二
七
、
＝
、
一
三
、
運
九
五
号
）
、
船
舶
復
原
性

　
　
規
則
（
昭
三
一
、
一
二
、
二
八
、
運
七
六
号
）
危
険
物
船
舶
運
送
及
貯
蔵
規
則
（
昭
三
二
、
八
、
二
〇
、
運
三
〇
号
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
別
に
小
型
船
舶
安
全
規
則
（
昭
三
〇
、
一
、
二
一
、
運
六
二
号
）
な
ど
が
あ
る
。
次
に
「
航
空
機
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
利
用
に
使
用
で

　
　
き
る
の
は
、
航
空
法
（
二
七
、
七
、
一
五
、
法
二
三
一
号
）
一
〇
条
に
よ
る
「
耐
空
証
明
」
と
、
一
二
条
に
よ
る
「
型
式
証
明
」
の
あ
る
も
の

　
．
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
修
理
改
造
を
施
し
た
と
き
は
一
定
の
検
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
（
同
法
一
六
条
）
、
　
さ
ら
に
航
空

　
　
…
機
製
造
事
業
法
（
二
七
、
七
、
＝
ハ
、
法
二
一
二
七
号
、
二
九
、
六
、
三
、
法
一
六
一
号
で
改
題
）
で
、
製
造
業
者
に
、
通
産
大
臣
認
可
の
製
造
方
法

　
　
を
と
る
こ
と
（
六
条
）
、
製
造
・
修
理
の
確
認
（
八
条
、
一
〇
条
）
、
航
空
機
用
機
器
に
つ
い
て
も
同
様
と
し
（
＝
1
一
四
条
）
、
そ
の
確
・

　
　
保
の
た
め
航
空
工
場
検
査
官
を
通
産
省
に
、
同
検
査
員
を
工
場
に
お
く
こ
と
を
命
じ
て
い
る
（
一
五
条
工
ハ
条
）
。

　
　
　
な
お
、
前
記
船
舶
お
よ
び
航
空
機
の
一
定
の
も
の
に
は
無
線
施
設
の
備
付
を
義
務
づ
け
て
い
る
な
ど
の
こ
と
も
、
こ
こ
に
附
記
す
べ
き

　
　
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
　
口
　
電
気
器
具

　
　
　
電
気
器
具
に
つ
い
て
は
、
そ
の
危
険
防
止
の
た
め
の
製
品
の
検
査
検
定
制
度
を
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
は
各
種

　
　
家
庭
用
電
気
器
具
の
新
製
品
・
新
型
の
激
増
、
さ
ら
に
精
密
度
を
著
し
く
加
え
た
だ
け
に
、
或
い
は
大
容
量
の
も
の
も
多
く
な
っ
て
い
る
訓

　
　
た
め
に
、
詳
細
か
つ
厳
格
な
検
査
検
定
制
度
が
要
求
さ
れ
、
昭
和
三
六
年
電
気
用
品
取
締
法
（
三
六
、
＝
、
一
六
・
法
二
一
二
四
号
）
が
制
定
ω

説
さ
れ
・
合
格
証
の
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
販
売
を
禁
止
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
＠

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

　
　
ロ
　
工
場
機
械
・
汽
罐
な
ど



　
　
　
労
働
基
準
法
四
二
条
は
工
場
・
事
業
場
な
ど
一
般
に
対
し
、
使
用
者
に
、
　
「
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
、
原
料
若
し
く
は
材
料
又
は
ガ

説　
　
ス
、
蒸
気
、
粉
じ
ん
等
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
ま
た
四
四
条
で
、
労
働

論　
者
に
も
危
害
防
止
の
た
め
に
必
要
な
事
項
の
遵
守
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
危
険
な
作
業
を
必
要
と
す
る
機
械
器
具
は
、
必
要
な
規

　
　
格
と
安
全
装
置
を
要
求
し
て
い
る
（
同
法
四
六
条
）
。
更
に
未
経
験
者
の
危
険
業
務
の
就
業
制
限
（
同
法
四
九
条
）
、
安
全
衛
生
教
育
（
同
法

　
五
〇
条
）
、
安
全
管
理
者
の
任
命
を
一
定
の
事
業
に
命
じ
て
い
る
（
同
法
五
三
条
）
。
そ
し
て
こ
の
労
働
基
準
法
の
附
属
法
令
と
し
て
　
「
労

　
働
安
全
衛
生
規
則
」
　
（
昭
和
二
二
、
一
〇
、
三
一
、
労
省
令
九
号
）
、
　
「
ボ
イ
ラ
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
」
（
三
四
、
二
、
二
四
、
労
省
令
三
号
）

　
　
「
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
」
（
三
四
、
三
、
三
一
、
労
省
令
一
一
号
）
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
わ
が
国
は
、
こ
の
終
戦
ま
で
は
、
兵
器
の
製
造
を
民
閥
企
業
と
し
て
は
許
さ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
般
法
令
に
よ

　
る
禁
止
制
限
は
、
不
法
所
持
ま
た
は
兇
器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
の
没
収
領
置
な
ど
の
こ
と
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
敗
戦
と
共

　
に
占
領
軍
指
令
三
号
（
一
九
四
五
、
九
、
二
二
）
に
よ
り
、
一
切
の
武
器
、
爆
薬
又
は
戦
争
用
具
の
製
造
禁
止
が
指
令
さ
れ
た
。
　
し
か
し
、

　
昭
和
二
五
年
に
警
察
予
備
隊
、
二
七
年
に
保
安
隊
、
そ
し
て
二
九
年
七
月
か
ら
は
自
衛
隊
が
存
す
る
に
至
り
、
武
器
の
国
内
生
産
と
修
理

　
が
不
可
欠
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
兵
器
の
民
間
製
造
を
許
可
制
度
で
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
、
二
八
年
法
一
四
五
号
「
兵
器
等

　
製
造
法
」
で
あ
り
、
同
法
で
は
、
そ
の
兵
器
の
種
類
を
明
黙
し
て
の
許
可
制
度
を
と
り
（
同
法
三
条
）
、
　
且
つ
そ
の
保
管
規
程
を
制
定
さ

　
せ
（
同
法
＝
条
）
、
別
に
猟
銃
の
製
造
許
可
（
同
法
一
七
条
）
、
そ
の
販
売
事
業
の
許
可
制
（
同
法
一
九
条
）
も
定
め
て
い
る
。
　
な
お
、
銃

　
砲
刀
剣
等
所
持
取
締
法
（
三
三
年
法
六
号
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
◎
　
危
険
物
資
に
対
す
る
災
害
防
止

　
　
こ
の
面
で
は
、
明
治
初
期
か
ら
存
し
た
毒
物
・
劇
薬
の
類
の
危
険
防
止
の
た
め
の
取
締
は
、
現
行
法
と
し
て
も
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ

　
ろ
で
、
　
一
般
的
に
薬
品
は
、
　
そ
の
量
と
使
用
方
法
を
間
違
う
な
ら
ば
有
毒
と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
　
一
般
の
薬
品
に
つ
き
薬
事
法
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（
昭
和
二
一
二
、
七
、
二
九
、
法
一
九
七
号
）
が
あ
り
、
別
に
毒
物
及
び
劇
薬
取
締
法
（
二
五
、
一
二
、
二
八
、
法
三
〇
三
号
）
、
同
上
指
定
令
（
一
一
二
、

　
⊥
ハ
、
一
二
、
政
一
七
九
号
）
の
外
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
（
二
六
、
六
、
三
〇
、
法
二
五
二
号
）
、
麻
薬
取
締
法
（
二
八
、
三
、
一
七
、
法
一
四
号
）
、

　
あ
へ
ん
法
（
二
九
、
四
、
二
二
、
法
七
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
農
薬
に
つ
い
て
は
、
農
薬
取
締
法
（
壬
二
、
七
、
一
、
法
八
二
号
）
が

　
あ
る
。

　
　
ま
た
有
毒
食
品
の
取
締
の
沿
革
も
古
い
が
、
現
在
は
食
品
衛
生
法
（
二
二
、
一
二
、
二
四
、
法
二
三
三
号
）
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
放
射
性
物
資
に
つ
い
て
は
、
既
に
ふ
れ
た
が
、
高
圧
ガ
ス
、
高
圧
電
気
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
事
業
取
締
の
部
で
ふ
れ
た
。
ま
た
ガ

　
　
ソ
リ
ン
そ
の
他
の
引
火
危
険
物
及
び
化
学
爆
発
な
ど
の
危
険
物
の
製
造
取
扱
に
つ
い
て
も
、
危
険
物
災
害
防
止
の
部
分
で
述
べ
た
の
で
、

　
　
こ
こ
で
繰
返
す
こ
と
を
さ
け
る
、
ま
た
火
薬
類
に
つ
い
て
も
既
述
し
た
と
こ
ろ
に
譲
る
。

　
倒
　
運
転
者
に
対
す
る
も
の

　
　
　
機
械
の
馬
力
、
容
量
の
巨
大
化
、
交
通
機
関
の
ス
ピ
ー
ド
化
、
危
険
物
資
の
取
扱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
技
術
と
知
識
を
不
可
欠

　
　
と
す
る
。
労
働
基
準
法
は
、
未
経
験
者
に
危
険
事
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
一
般
に
禁
止
し
て
い
る
が
（
同
法
四
九
条
）
、
　
多
く
の
分
野
で

　
　
特
別
の
技
術
免
許
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
運
転
操
作
を
さ
せ
ず
、
又
そ
う
し
た
専
門
的
技
術
者
の
指
揮
監
督
の
下
で
な
け
れ

　
　
ば
危
険
施
設
を
設
置
し
運
営
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
、
危
害
予
防
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
先
ず
運
輸
諸
機
関
に
つ
い
て
は
、
動
力
車
操
縦
運
転
免
許
制
が
あ
る
。
鉄
道
の
場
合
は
鉄
道
営
業
法
二
一
条
に
も
と
づ
い
て
「
動
力
車

　
　
操
縦
運
転
免
許
に
関
す
る
省
令
」
　
（
一
一
二
年
運
省
令
四
三
号
）
で
、
申
種
蒸
気
機
関
車
運
転
免
許
、
甲
種
電
気
機
関
車
運
転
免
許
、
甲
種
内

　
　
燃
車
運
転
免
許
、
乙
種
の
上
記
三
種
の
運
転
免
許
と
無
軌
道
電
車
運
転
免
許
の
七
種
を
定
め
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
取
締
法

説　
　
施
行
令
四
七
条
以
下
の
規
定
で
、
普
通
車
、
特
殊
自
動
車
の
免
許
な
ど
を
、
そ
し
て
船
舶
に
つ
い
て
は
、
船
舶
職
口
貝
法
（
二
六
年
法
一
四
九

論　
　
号
）
五
条
に
よ
り
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
船
長
、
甲
種
一
等
・
二
等
航
海
士
、
乙
種
同
上
、
丙
種
航
海
士
、
小
型
船
舶
操
縦
士
、
甲
種
・
乙
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種
・
丙
種
機
関
長
、
甲
種
・
乙
種
の
一
・
二
等
機
関
士
、
丙
種
機
関
士
、
甲
種
。
乙
種
・
丙
種
船
舶
通
信
士
の
二
〇
種
に
上
る
免
許
制
の

説　
　
外
、
救
命
艇
手
の
適
任
証
明
制
度
も
あ
る
。
航
空
機
の
乗
員
に
つ
い
て
は
、
　
航
空
法
（
二
七
年
度
法
二
三
一
号
）
二
四
条
で
、
定
期
運
送
用

論　
　
操
縦
士
、
上
級
事
業
用
操
縦
士
、
事
業
用
操
縦
士
、
自
家
用
操
縦
士
、
　
一
等
・
二
等
航
空
士
、
航
空
機
関
士
、
　
一
等
・
二
等
航
空
通
信

　
　
士
、
一
等
・
二
等
・
三
等
航
空
整
備
士
、
航
空
整
工
場
備
士
の
一
四
種
の
免
許
制
を
、
さ
ら
に
同
法
七
七
条
七
八
条
で
、
運
航
管
理
者
技

　
　
能
検
定
制
を
お
い
て
い
る
。
別
に
水
先
人
の
免
許
制
も
水
先
法
（
二
四
年
法
一
二
一
号
）
で
認
め
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
特
定
の
危
険
作
業
場
の
責
任
者
の
免
許
制
と
し
て
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免
許
制
（
三
二
年
法
一
六
六
号
原
子
炉
規
制
法
四
〇

　
　
条
）
、
放
射
線
取
扱
主
任
者
免
許
（
三
二
年
法
一
六
七
号
放
射
線
障
害
防
止
法
三
五
条
）
、
　
機
汽
罐
主
任
者
免
許
（
一
〇
年
逓
信
省
令
告
示
一
〇
五

　
　
三
号
）
、
電
気
事
業
主
任
鼓
術
者
免
許
（
電
気
事
業
法
）
、
ガ
ス
主
任
技
術
者
免
許
（
ガ
ス
事
業
法
三
二
⊥
二
七
条
）
、
高
圧
ガ
ス
検
査
主
任
者

　
　
免
許
（
高
圧
ガ
ス
取
締
法
五
二
条
）
、
火
薬
作
業
主
任
者
（
火
薬
取
締
法
三
二
条
）
、
危
険
物
取
扱
主
任
者
免
許
（
三
四
年
危
険
物
規
制
に
干
す
る

　
政
令
三
一
条
）
、
鉱
山
保
安
技
術
職
員
免
許
（
鉱
山
保
安
法
一
八
条
）
、
建
築
士
免
許
（
建
築
士
法
四
条
）
が
あ
る
。

　
　
　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
免
許
保
有
者
で
あ
っ
て
も
、
酩
酊
者
に
は
禁
止
し
（
例
え
ば
自
動
車
運
転
に
つ
き
、
道
路
交
通
法
六
五
条
、
航
空
乗
員
に
つ

　
き
航
空
法
七
〇
条
）
、
勤
務
の
長
期
継
続
を
制
限
し
（
例
え
ば
道
路
運
送
法
の
三
〇
年
法
一
六
八
号
改
正
に
よ
っ
て
、
　
「
従
業
員
の
運
行
安
全
準
則
」

　
　
の
制
定
と
そ
の
遵
守
の
要
求
）
、
　
さ
ら
に
航
空
機
の
機
長
に
対
し
て
は
、
　
そ
の
航
路
に
対
す
る
経
験
の
要
求
（
航
空
法
七
二
条
）
な
ど
が
あ

　
り
、
さ
ら
に
そ
の
主
任
者
の
下
に
働
く
者
に
つ
い
て
も
、
最
低
年
齢
の
制
限
（
労
基
法
六
三
条
、
六
四
条
）
、
な
ど
を
行
っ
て
、
危
険
予
防

　
　
を
図
っ
て
い
る
。

　
働
　
運
転
方
法
に
対
す
る
も
の

　
　
　
先
ず
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
発
航
時
毎
に
機
長
に
点
検
義
務
を
課
し
（
航
空
法
七
三
条
ノ
ニ
）
、
船
舶
も
船
長
に
、
各
航
海
毎
に
発
航
時

　
に
耐
航
能
力
の
検
査
を
要
求
し
（
船
員
法
八
条
）
、
他
面
長
期
継
続
駆
使
の
禁
止
を
行
う
も
の
も
少
く
な
い
。
そ
し
て
定
期
又
は
臨
時
の
検
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査
制
度
を
お
く
も
の
も
少
く
な
い
（
例
え
ば
船
舶
、
航
空
機
、
自
動
車
な
ど
）
。
さ
ら
に
安
全
準
則
の
制
定
と
遵
守
を
命
ず
る
も
の
も
多
い
。

（
例
え
ば
国
鉄
に
つ
き
「
運
転
の
安
全
の
確
保
に
干
す
る
省
令
」
一
二
六
年
丁
令
五
五
号
、
道
路
運
送
法
三
〇
条
ノ
ニ
）
。
ま
た
国
鉄
は
火
薬
類
の
運
送

に
つ
き
、
火
薬
類
運
送
規
則
（
三
六
年
運
令
一
号
）
を
設
け
て
特
別
取
扱
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
労
働
争
議
時
で
も
保

安
要
員
引
上
げ
の
ス
ト
を
禁
止
す
る
な
ど
の
立
法
も
行
わ
れ
て
い
る
（
二
八
年
法
一
七
一
号
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
争
議
行
為
の
方
法

の
規
制
に
関
す
る
法
律
三
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
保
安
規
定
の
遵
守
確
保
へ
の
努
力

　
　
ω
　
企
業
自
体
の
保
安
規
定
整
備
の
法
的
強
制

　
　
　
わ
が
国
で
は
、
労
働
基
準
法
八
九
条
は
、
就
業
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
を
企
業
者
に
命
じ
て
い
る
が
、
同
条
六
号
で
安
全
・
衛
生
保
護

　
　
の
定
め
を
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
一
般
に
そ
の
実
行
が
不
徹
底
不
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
交
通
機
関
な
ど
で
は
、
そ
の
関
係

　
　
法
令
の
中
で
、
　
明
文
で
一
定
事
項
を
含
ん
だ
安
全
運
転
の
た
め
の
規
則
又
は
基
準
を
制
定
す
る
も
の
が
少
く
な
い
（
例
え
ば
道
路
運
送
法
三

　
　
〇
条
－
一
）
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
明
文
規
定
が
存
し
な
い
事
業
分
野
で
も
、
自
発
的
に
、
　
こ
の
種
の
準
則
を
定
め
て
、
そ
の
遵
守
を
従

　
　
業
者
に
行
わ
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
回
　
取
締
行
政
監
督
の
徹
底

　
　
　
現
在
は
、
一
般
的
に
は
労
働
基
準
法
に
お
い
て
、
一
定
業
者
に
つ
き
、
安
全
管
理
者
の
選
任
設
置
を
強
制
し
（
同
法
五
三
条
）
、
さ
ら
に

　
　
監
督
上
の
行
政
措
置
の
権
も
定
め
て
い
る
が
（
同
法
五
四
条
）
、
各
労
働
基
準
局
の
安
全
監
督
官
の
人
員
と
地
位
は
、
さ
し
て
強
力
で
な
く

，
説
　
　
年
中
行
事
と
し
て
産
業
安
全
運
動
を
推
進
し
て
は
い
る
が
、
　
こ
れ
と
て
も
十
分
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ

論　
　
る
。
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説

　
ま
た
特
定
の
危
険
企
業
、
危
険
作
業
の
分
野
で
は
、
既
述
の
如
き
一
定
の
免
許
を
保
有
す
る
技
術
専
門
家
を
選
任
し
て
、
そ
の
主
任
監

督
の
下
に
行
わ
せ
、
反
言
無
免
許
者
の
就
任
就
業
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
　
多
く
の
事
故
を
報
道
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
　
そ
の
責
任
者
の
不

在
、
無
免
許
者
の
運
転
、
そ
の
重
大
な
る
過
失
に
起
因
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
つ
か
か
る
事
実
は
、
こ
の
部
面
の
行
政
監
督
の
不
徹
底

と
怠
慢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ご

　
さ
ら
に
、
指
話
免
許
制
も
、
別
に
指
摘
し
た
如
く
、
無
試
験
免
許
制
の
如
き
穴
を
認
め
、
そ
の
実
質
的
能
力
の
欠
鉄
者
も
少
な
く
な
い

上
に
、
そ
れ
ら
の
免
許
技
術
者
の
安
全
保
障
へ
の
責
任
感
に
往
々
に
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が

頻
々
で
あ
る
。
こ
こ
に
技
術
免
許
の
再
検
定
制
、
再
教
育
な
ど
も
緊
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

（
註
一
）
拙
稿
「
技
術
免
許
制
度
の
法
律
聞
書
」
九
大
産
業
労
働
研
究
所
所
報
二
四
号
三
七
頁
以
下
。
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最
近
の
如
く
、
危
険
産
業
と
危
険
物
資
が
氾
濫
す
る
時
期
で
は
、
　
凡
て
の
企
業
者
に
、
　
そ
の
従
業
員
の
人
命
尊
重
の
責
務
認
識
と
共

に
、
そ
の
企
業
施
設
、
危
険
物
資
所
在
の
周
辺
の
一
般
住
民
に
対
す
る
安
全
配
慮
に
一
層
の
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、

一
般
国
民
が
、
か
か
る
春
心
上
の
危
険
に
対
し
て
、
苛
責
な
き
反
撃
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
．
こ
う
し
た
裏
付
の
下
に
、
法
規
上
の
刑
事

制
裁
を
厳
格
に
し
、
折
角
の
罰
則
を
死
文
化
す
る
こ
と
な
く
、
一
を
戒
め
て
百
を
警
戒
さ
す
政
策
を
適
確
に
実
行
す
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
層
、
そ
の
刑
事
、
行
政
制
裁
を
厳
罰
主
義
に
押
し
進
め
、
し
か
も
各
取
締
法
規
の
相
互
間
の
科
刑
の
不
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

衡
が
な
い
よ
う
に
立
法
改
正
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
共
に
、
民
事
的
制
裁
も
強
化
し
、
い
や
し
く
も
故
意
・
無
過
失
の
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
過
失
の
場
合
に
も
、
進
ん
で
無

過
失
の
場
合
に
も
、
企
業
責
任
と
し
て
民
事
補
償
を
実
効
的
に
実
現
す
る
制
度
工
夫
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
責
任
保
険
制
度
の



拡
充
と
普
及
の
方
法
も
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
国
家
再
保
険
制
も
考
慮
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
）

ロ
ー
マ
条
約
に
よ
る
航
空
機
に
よ
る
地
上
第
三
者
の
損
害
に
つ
い
て
の
無
過
失
責
任
と
責
任
有
限
制
の
組
合
せ
の
制
度
、
自
動
車
損
害
責

任
保
険
の
制
度
な
ど
に
、
参
考
す
べ
き
多
く
の
も
の
が
含
む
と
考
ら
れ
る
し
、
三
〇
年
に
は
、
原
子
炉
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
無
過
失
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

償
制
を
確
立
す
る
と
土
ハ
に
、
強
制
附
保
制
と
国
家
賠
償
制
を
併
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
註
一
）

（
註
二
）

（
註
三
）

へ
註
四
）

技
術
免
許
者
の
制
裁
黒
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
技
術
免
許
制
度
の
法
律
問
題
」
九
大
産
労
研
究
所
々
報
二
四
号
五
一
頁
以
下
に
、
主
張
し
た
と

こ
ろ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
ロ
ー
マ
条
約
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
高
田
桂
一
「
空
法
概
論
」
一
七
〇
頁
以
下
参
照
。

こ
の
自
動
車
災
害
の
責
任
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
小
田
生
得
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
論
」
、
西
島
梅
治
「
フ
ラ
ン
ス
の
義
務
的
自
動
車
責
任

保
険
」
損
害
保
険
研
究
二
三
巻
四
号
、
同
上
「
被
害
者
の
直
接
請
求
権
」
熊
大
法
文
嘗
胆
九
号
一
〇
号
一
一
号
所
載
参
照

こ
の
原
子
炉
の
災
害
の
保
障
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
ニ
三
六
号
の
特
輯
号
参
照
。
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